
「
之
子
」
考

ー

漢
魏
六
朝
期
の
詩
を
中
心
に

矢

田

博

士

要

旨

「之
子
」
と

い
う
語
は
、
『詩
経
』
に
由
来
す
る
詩
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「指
示
詞

(之
)
+
人
称
詞

(子
)」
と

い
っ
た
組
み
立
て
か
ら
成
り
、
「
こ

の
人
」
と

い
う
意
味
を
表
す
。
『
詩
経
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
語
に
よ

っ
て

表
現
さ
れ
る
詩
中
の
登
場
人
物
は
、
基
本
的
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
し
か

し
、
漢
魏
六
朝
期
の
詩
に
お
け
る

「之
子
」
と

い
う
語
の
用
例
を
調
べ
て

み
る
と
、
「去
り
ゆ
く
人
」
「去
り
ゆ
き
し
人
」
を
表
現
す
る
場
合
に
用
例

が
集
中
す
る
、
と

い
っ
た
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
漢
魏
六
朝
期
の
詩

で
は
、
「
之
子
」
と
い
う
語
に
関
し
て
こ

う
し
た
現
象
が
見
ら
れ
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
【「之

子
」
と

い
う
語
そ
れ
自
体
が
備
え
持

つ
本
質
的
な
要
因
】
と

【漢
魏
六
朝

期
と

い
う
時
代
に
関
わ
る
背
景
的
な
要
因
】
と

い
っ
た
観
点
か
ら
考
察
し

た

。
〔
キ

ー

・
ワ

ー

ド
〕

「
之

子

」

『
詩

経

』

〔目

次

〕

六 五 四 三

「
毛
伝
」
「鄭
箋
」
「漢
魏
六
朝
詩
」
「贈
答
詩
」

序『詩
経
』
に
お
け
る

「之
子
」

の
例

漢
魏
六
朝
期
の
詩
に
お
け
る

「
之
子
」
の
例

士
人
社
会
に
お
け
る

「友
情
詩
」
尊
重
の
傾
向

漢
字

の
多
義
性
に
よ
る
派
生
的
解
釈
の
可
能
性

結
語
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序

桃
之
夫
夫

灼
灼
其
華

之
子
干
蹄

宜
其
室
家

も

も

よ

つ

よ

　
つ

桃

の
夫

天
た
る

し

ゃ
く
し
ゃ
く

そ

は
な

灼
灼
た
り

其

の
華

こ

こ

こ
こ

と
つ

之
の
子

干
に
帰
ぐ

そ

し

っ

か

よ
う

其

の
室

家
に
宜
し
か
ら
ん

『詩
経
』
「周
南

・
桃
天
」

の

一
節
で
あ
る
。
こ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る

「之
子
」
と

い
う
語
は
、
『詩
経
』
の
中
に
頻
出
す
る
詩
語
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の

「
之
子
」
と

い
う
語
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
、
清

・
王
先
謙

の

『詩

三
家
義
集
疏
』
巻

一
「桃
夫
」
に
引
く

「魯
齊
説
」
、
お
よ
び

『爾
雅
』
の

「繹
訓
第
三
」
に
、
「之
子
者
、
是
子
也
。」
と
あ
り
、
ま
た
後
漢
・鄭
玄
の

箋

に
も

「之
子
、
是
子
也
。」
と

あ
る
よ
う
に
、
漢
代
に
お
い
て
す
で
に
、

「
こ
の
人

(這
個
人
)」
と

い
う
意
味

の
語
、

つ
ま
り

「指
示
詞

(之
)
+

人
称
詞

(子
)」と

い
っ
た
組
み
立

て
の
語
と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

よ

っ
て
、
後
世
の
詩
人
が

「之
子
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
に
当
た

っ
て

は
、
当
然
、
以
上
の
よ
う
な
訓
詰
面
で
の
定
義
に
従

っ
て
使
用
し
て
い
た

も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

「之
子
」
と
い
う
語
が
こ
の
よ
う
に

「
こ
の
人
」
と
い
う
意
味

の
語
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
こ
の
語
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
詩
中
の
登
場
人
物
は
多
種

多
様

で
あ

っ
て
よ

い
は
ず

で
あ

る
。
現
に
、
『詩
経
』
に
お
い
て
は
、
「之

子
」
と

い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
人
物
は
多
種
多
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
漢
魏
六
朝
期
の
詩
に
お

い
て
は
、
「之
子
」
と

い
う
語
の
用

い

ら
れ
方

に
、
以
下
の
よ
う
な
興
味
深

い
現
象

・
特
色
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

◇

「離
別
」
「送
別
」
な
ど
を
詠

っ
た
詩
1
と
り
わ
け

「贈
答
詩
」
1

の
中
で
、
「自
分
の
も
と
か
ら
去
り
ゆ
く
人
」
あ
る
い
は

「去
り
ゆ
き

し
人
」
ー
す
な
わ
ち

「離
別
の
対
象
」
1
を
、
「之
子
」
と

い
う
語
で

表
現
す
る
例
が
極
め
て
顕
著
に
見
い
だ
せ
る
。

と

い
っ
た
現
象

・
特
色
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
漢
魏
六
朝
期

の
詩
に
お
い
て
は
、
「之
子
」
と

い
う
語
に
つ
い

て
、
以
上
の
よ
う
な
用
法
上
の
特
色
が
見
ら
れ
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
そ

の
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

二

『詩
経
』
に
お
け
る

「之
子
」
の
例

ま
ず
初
め
に
、
『詩
経
』
に
お
け
る

「之
子
」
の
例
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。
『詩
経
』
で
は
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
全
部
で
三
百
五
篇

あ
る
う
ち
の
十
九
篇
に

「之
子
」
と

い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

0②

之
子
干
蹄
、
宜
其
室
家
。

【毛
伝
】
之
子
、
嫁
子
也
。

(「
周
南
」
桃
夫
)

之

子

干

蹄

、

言

秣

其

馬

。

【
鄭

箋

】
之

子

、
是

子

也

。

…

…

於

是

子

之

嫁

、
我

願

秣

其

馬

、
致

禧
肥
蝋
、

一示
有

音
心焉

。
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「之子」考

③④0⑥0⑧

(「周
南
」
漢
廣
)

之
子
干
蹄
、
百
雨
御
之
。

【毛
伝
】
百
雨
、
百
乗
也
。
諸
侯
之
子
嫁
於
諸
侯
、
送
御
皆
百
乗
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。
御
、
迎
也
。

(「召
南
」
鵠
巣
)

之
子
蹄
、
不
我
以
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也

。
是
子
、
謂
嫡
也
。
婦
人
謂
嫁
日
蹄
。

(「召
南
」
江
有
泥
)

之
子
干
蹄
、
遠
送
干
野
。

【毛
伝
】
之
子
、
去
者
也

。

【鄭
箋
】
婦
人
之
禮
、
送
迎
不
出
門
。
今
我
送
是
子
、
乃
至
干
野

者
、
箭
己
憤
、
蓋
己
情
。

(「郡
風
」
燕
燕
)

心
之
憂
ぬ英
、
之
子
無
裳
。

【毛
伝
】
之
子
、
無
室
家
者
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也

。
時
婦
人
喪
其
妃
網
、
寡
而
憂
。
是
子
無

裳
。
無
爲
作
裳
者
、
欲
與
爲
室
家
。

(「衛
風
」
有
狐
)

彼
其
之
子
、
不
與
我
戊
申
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。
彼
其
是
子
、
掲
虞
郷
里
、
不
與
我
來
守

申
。

(「王
風
」
揚
之
水
)

彼
其
之
子
、
舎
命
不
楡

。

⑨OO0⑫⑬⑭⑮

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。
是
子
庭
命
不
攣
。

(
「
鄭

風

」

生
川袋

)

彼
其
之
子
、
美
無
度
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。
是
子
之
徳
美
、
無
有
度
。

(「魏
風
」

彼
其
之
子
、
碩
大
無
朋
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。

彼
其
之
子
、
三
百
赤
帝

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。

謂
桓
叔
也
。

之
子
干
蹄
、
皇
駁
其
馬
。

【鄭
箋
】
之
子
子
蹄
、
謂
始
嫁
時
也
。

我
観
之
子
、
簿
豆
有
践
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。
斥
周
公
也
。

我
観
之
子
、
衰
衣
繍
裳
。

【毛
伝
】
所
以
見
周
公
也
。

【鄭
箋
】
王
迎
周
公
、
當
以
上
公
之
服
往
見
之
。

之
子
子
苗
、
選
徒
認
翻
。

【毛
伝
】
之
子
、
有
司
也
。

沿
沮
測
)

(「唐
風
」
椒
柳
)

(「曹
風
」
候
人
)

(「圏
風
」
東
山
)

(「歯
風
」
伐
何
)

(
「
囲

風

」

九

皿或
)
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⑯⑰⑱⑲

之
子
干
征
、
勒
勢
干
野
。

【毛
伝
】
之
子
、
侯
伯
卿
士
也
。

(「小
雅
」
車
攻
)

(「小
雅
」
鴻
鴉
)

我
観
之
子
、
我
心
篤
分
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。
謂
古
之
明
王
也
。(「小
雅
」
裳
裳
者
華
)

之
子
干
狩
、
言
賑
其
弓
。

【鄭
箋
】
之
子
、
是
子
也
。
謂
其
君
子
也
。

之
子
之
遠
、
偉
我
濁
分
。

【鄭
箋
】
之
子
、
斥
幽
王
也
。

〔参
考
〕

⑳

乃
如
之
人
分
、
逝
不
古
虞

。

【鄭
箋
】
之
人
、
是
人
也
。
謂
荘
公
也
。

(「小
雅
」
采
緑
)

(「小
雅
」
白
華
)

(
「
郡

風
」

日

月

)

以
上

に
挙
げ
た
の
が
、
『詩
経
』
に
お
け
る

「之
子
」
の
例
で
あ
る
。
後

漢

の
鄭
玄
の
箋
に
繰
り
返
し

「
之
子
、
是
子
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
「之

子
」
と

い
う
語
が

「
こ
の
人
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ

っ

て
表
現
さ
れ
る
詩
中
の
登
場
人
物

は
多
種
多
様

で
あ

っ
て
よ
い
は
ず
で
あ

る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
、
『詩
経
』
で
は
ど
う
か
と

い
え
ば
、
「嫁
ぎ
ゆ
く
花

嫁
」
を
表
現
し
て
い
る
例
が
五
篇

(①
②
③
④
⑫
)
と
、
複
数
の
例
が
見

ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

「室
家

の
な
い

独
身
男
性
」

(⑥
)
で
あ

っ
た
り
、
「申
と

い
う
国
の
守
備
に
駆
り
出
さ
れ

る
こ
と
を
免
れ
郷
里
に
い
る
人
」

(⑦
)
で
あ

っ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た

「狩
り
を
す
る
役
人
」

(⑮
)
で
あ

っ
た
り
、
「古

の
明
王
」

(⑰
)
で
あ

っ

た
り
と
、
「之
子
」
と

い
う
語
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
基
本

的
に
は
多
種
多
様

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
「
之
子
」
と
い
う
語
に
よ

っ

て
、
「去
り
ゆ
く
人
」
「遠
ざ
か
る
人
」
を
表
現
す
る
源
泉
的
な
例

(⑤
⑯

⑲
)
が
、
『詩
経
』
に
お

い
て
す

で
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
数
は
決
し

て
多

い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

三

漢

魏

六
朝

期

の
詩

に

お

け

る

「
之

子

」

の

例

と
こ
ろ
が
漢
魏
六
朝
期
の
詩
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「之
子
」
と

い

う
語
の
用
例
が

「自
分
の
も
と
か
ら
去
り
ゆ
く
人
」
あ
る
い
は

「去
り
ゆ

き
し
人
」
1
す
な
わ
ち

「離
別
の
対
象
」
1
を
表
現
す
る
場
合
に
集
中
す

る
、
と

い
っ
た
現
象

・
特
色
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
そ
の
点
を
確
認
し
て
み
た
い
。

へ

1

之
子
之
遠
、
我
勢
如
何
。

2

ヘ

ヘ

へ

之
子
在
萬
里
、
江
湖
廻
且
深
、

(後
漢

・
張
衡

「怨
詩
」
)

方
舟
安
可
極
、
離
思
故
難
任
。
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7 6 5 4 313 121110 9 8

(魏

・
曹
植

「雑
詩
七
首

・
其

一
」
)

之
子
蹄
窮
泉
、
重
壌
永
幽
隔
。(晋

・
播
岳

「悼
亡
詩
三
首

・
其

一
」
)

へ

之
子
干
適

、
介
夫
在
戎
。

(晋

・
陸
機

「贈

武
昌
太
守
夏
少
明
詩

六
章

・
其
四
」
)

へ

之
子
干
遠

、
禺
云
蹄
哉
。

(晋

・
陸
機

「贈

武
昌
太
守
夏
少
明
詩

六
章

・
其
六
」
)

へ

之
子
既
命
、
四
牡
項
領
、
…
…
嵯
我
懐
人
、
其
適
惟
永
。

(晋

・
陸
機

「贈

凋
文
罷
遷

斥
丘
令
詩

八
章

・
其
七
」
)

へ

悠
悠
征
人
、
四
牡
腓
腓
、
…
…
歳
亦
暮
止
、
之
子
言
蹄
。

(晋

・
陸
雲

「太
尉
王
公
以
九
錫
命
大
將
軍
譲
公
將
還
京

邑
祖
饅
贈
此
詩

六
章

・
其
五
」
)

へ

之
子
干
行
、
民
固
謳
歌
。

(晋

・
陸

雲

「贈
汲
郡
太
守
詩

八
章

・
其
四
」
)

へ

之
子
之
遠
、
悠
悠
我
思
。

(晋

・
陸

雲

「贈
汲
郡
太
守
詩

八
章

・
其
八
」
)

之
子
干
升
、
利
見
大
人
。

(晋

・
陸
雲

「贈

顧
願
騎
詩
二
首

有
皇
八
章

・
其
七
」
)

百
雨
集
止
、
之
子
干
蹄
。

(晋

・
陸
雲

「贈

顧
願
騎
詩
二
首

思
文
八
章

・
其
五
」
)

へ

之
子
干
適
、
夙
夜
京
畿
。(晋

・
陸
雲

「贈
顧
彦
先

五
章

・
其
五
」
)

之
子
干
升
、
亦
躍
干
淵
。

(晋

・
陸
雲

「答
大
將
軍
祭
酒
顧
令
文
詩

五
章

・
其
四
」
)

へ

　

14

晴
聖
而
惟
、
亦
顧
之
子
、
…
…
會
淺
別
速
、
哀
以
紹
欣
。
…
…
感

彼
遠
瞳
、
吝
此
延
娯
。

(晋

・
陸
雲

「贈
顧
尚
書
詩
」
)

15

之
子
干
潜
、
清
輝
遠
振
。

(晋

・
陸
雲

「贈
鄭
曼
季
四
首

南
衡
五
章

・
其

一
」
)

16

之
子
干
命
、
人
磨
如
頽
、
厚
徳
時
適
、
協
風
允
譜
、
恵
此
海
濾
、

稗
也
可
懐
。

(晋

・
陸
雲

「答
孫
顯
世
詩

十
章

・
其
八
」
)

17

余
執
百
雨
轡
、
之
子
詠
采
藥
。

(晋

・
愁
含

「仇
催
詩
」
)

ヘ

へ

18

之
子
干
蹄
、
言
秣
其
馬
、
矧
乃
斯
人
、
乃
適
乃
祖
。

(晋

・
杜
育

「贈
摯
仲
沿
詩
」
)

へ

19

之
子
云
往
、
我
勢
彌
深
。

(晋

・
摯
虞

「贈
李
叔
龍
以
尚
書
郎
遷
建
平
太
守
詩

四
章

・
其
四
」
)

へ

20

之
子
之
往
、
四
美
不
榛
。

(晋

・
劉
現

「答
盧
謳
詩
」
)

ヘ

へ

　

へ

21

疇
昔
之
乖
、
永
言
莫
見
、
之
子
干
罹
、
再
離
倫
煙
。

(晋

・
郭
瑛

「答
王
門
子
」
)

ヘ

へ

　

へ

22

曇
安
難
常
、
理
有
會
離
、
之
子
之
性
、
個
恨
低
徊
。

(晋

・
孫
緯

「與
庚
泳
詩

十
三
章

・
其
十
」
)

　

23

之
子
之
遠
、
良
話
易
聞
。

(東
晋

・
陶
淵
明

「答
鹿
蓼
軍
詩

六
章

・
其
四
」
)

一168一

(5)



愛知大学 言語と文化No.2

242526272829303132

華
宗
誕
吾
秀
、
之
子
紹
前
胤
。

(宋

・
謝
謄

「於
安
城
答
霊
運
詩

五
章

・
其

=

)

ヘ

ヘ

ヘ

へ

聚
散
無
期
、
乖
批
易
端
、
之
子
名
揚
、
鄙
夫
添
官
。

(宋

・
謝
霊
運

「答
中
書
詩

八
章

・
其
三
」
)

へ

之
子
安
所
適
、
我
方
栖
薔
零
。

(宋

・
飽
照

「和
傅
大
農
與
僚
故
別
詩
」
)

へ

之
子
云
適
、
嵯
我
莫
從
。

(斉

・
王
倹

「贈
徐
孝
嗣
詩
」
)

へ

悠
然
在
天
遇
、
之
子
去
安
極
。
(斉

・
劉
檜

「饅
謝
文
学
離
夜
詩
」
)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

之
子
伏
高
臥
、
伊
予
空
仔
軸
、
無
因
渡
洪
水
、
見
此
狩
狩
竹
。

　
　

　

(梁

・
呉
均

「贈
周
興
嗣
詩
四
首

・
其
三
」
)

ヘ

へ

分
手
信
云
易
、
相
思
誠
猫
難
、
之
子
雨
特
達
、
伊
余
日
盤
桓
。

(梁

・
薫
探

「別
薫
諮
nu
前
夜
以
酔
乖
例
今
書
由
醒
敬
鷹
教
詩
」
)

之
子
檀
文
華
、
縦
横
富
僻
藻
。

(梁

・
王
鋳

「寓
直
中
庶
坊
贈
薫
洗
馬
詩
」
)

故
人
濁
之
子
、
官
聯
更
在
薮
。

(陳

・
江
総

「掻
官
梁
小
廟
詩
」
)

以
上

に
挙
げ
た
の
が
、
漢
魏

六
朝
期

の
詩
に
お
け
る

「之
子
」
と

い
う

語

の
用
例

の
全
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を

一
覧
し
た
だ
け
で
も
、
次

の

点
が
確
認

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
「遠

・
適

・
行

・
往

・
適

・
去

・

祖
」
な
ど
、
「遠
ざ
か
る
・進
み
行
く
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
が
、
動
作
主

で
あ
る

「之
子
」
の
述
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
顕
著
に
見

い
だ

せ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
魏
六
朝
期

の
詩
に
お
け
る

「之
r
」

の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
が

「贈
答
詩
」

の
中
で
の
用
例
で
あ
る
こ
と
が
、
詩

の
題
か
ら
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
三
十
二
の

「之
子
」

の
例
に
つ
い
て
、
そ
れ

ら
が
ど
の
よ
う
な
人
物
を
表
現
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
て
い
る
か
、
と

い
っ
た
観
点
か
ら
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
は

っ
き
り
と
し
.た
結

果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

イハ ロ

「
離

別

の

相

手

」

を

示

す

例

…

二
十

二

例

(
1

2

4

5

6

7

8

9

「嫁
ぐ
花
嫁
」
を
示
す
例

そ
の
他

12

14

18

19

20

21

22

23

25

26

27

28

29

30

)

…

二

例

(
11

17

)

…

八

例

(
3

10

13

15

16

24

31

32

)

「自
分

の
も
と
か
ら
去
り
ゆ
く
人
」
あ
る
い
は

「去
り
ゆ
き
し
人
」
、
す

な
わ
ち

「離
別

の
対
象
」
を
表
現
す
る
例
が
、
三
十
二
例
中
の
二
十
二
例

と
、
実
に
全
体
の
約
七
割
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
『詩
経
』
に
お

い
て
は
五
例
と
最
も
多
く
見
ら
れ
た

「嫁
ぐ
花
嫁
」
を
表
現
す
る
例
は
、

漢
魏
六
朝
期
の
詩

で
は
わ
ず
か
に
二
例
し
か
見
ら
れ
な

い
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
魏
六
朝
期
の
詩
に
お
け
る

「之
子
」
と
い
う
語
に
つ

い
て
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
な
用
法
上
の
特
色
、
す
な
わ
ち
、

◇

「離
別
」
「送
別
」
な
ど
を
詠

っ
た
詩
1
と
り
わ
け

「贈
答
詩
」
1

の
中
で
、
「自
分
の
も
と
か
ら
去
り
ゆ
く
人
」
あ
る
い
は

「去
り
ゆ
き
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し
人
」
ー
す
な
わ
ち

「離
別

の
対
象
」
ー
を
、
「之
子
」
と

い
う
語
で

表
現
す
る
例
が
極
め
て
顕
著
に
見

い
だ
せ
る
。

と

い
っ
た
点
が
は

っ
き
り
と
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
「之
子
」
と
同
様
、

「指
示
詞
+
人
称
詞
」
と
い
っ
た
組
み
立

て
か
ら
成
る
そ
の
他
の
詩
語

(
例
え
ば
、
「
是
人
」
「
此
人
」
「
此
士
」
「斯

人
」
「其
人
」
「
夫
君
」
「夫
子
」

「伊
人
」
な
ど
)
に
つ
い
て
、
漢
魏
六
朝

期
の
詩
に
お
け
る
用
例
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
之
子
」
の
よ
う
な
用
法

面
で
の
偏
り
、
す
な
わ
ち
、
あ

る
特
定
の
人
物
像
を
表
現
す
る
場
合
に
用

例
が
集
中
す
る
、
と
い
っ
た
現
象

は
み
ら
れ
な
い
。

漢
魏
六
朝
期

の
詩
に
お
け
る

「之
子
」
と

い
う
語
の
以
上
の
よ
う
な
用

法
面
で
の
現
象

(偏
り
)
は
、
単

に
偶
然

の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

い

や
、
そ
こ
に
は
や
は
り
そ
の
よ
う

な
現
象
を
生
じ
る
に
至
ら
し
め
た
何
ら

か
の
必
然
的
な
要
因
が
あ

っ
た
と

考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も

そ
う
し
た
観
点
か
ら
の
考
察
は

不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次

節
以
降
で
は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

四

士
人
社
会
に
お
け
る

「友
情
詩
」
尊
重
の
傾
向

漢
魏
六
朝
期
に
お

い
て
、
「之
子
」
と

い
う
語
が

「離
別
の
対
象
」
を
表

現
す
る
場
合
に
集
中
的
に
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
要
因
と
し
て
、
ま

ず
は
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

◇

詩
作
と
い
う
行
為
が
、
漢
代
以
降
、
士
人

(知
識
人
)
た
ち

の
間

で
の
知
的
か

つ
社
交
的
な
行
為
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
男
女

問
の
愛
情
と

い
っ
た
、
よ
り
個
人
的
要
素
を
含
ん
だ

「恋
愛

の
詩
」

よ
り
も
、
む
し
ろ
士
人
社
会
に
お

い
て
、
士
人
同
士
の
相
互
の
信
頼

を
高
め
合
う
、
よ
り
社
会
的
要
素
を
含
ん
だ

「友
情
の
詩
」
1
と
り

わ
け
、
別
れ
ゆ
く
友
に
対
し
て
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
誓

い
合
う
、
「離
別
」

「
送
別
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

「贈
答
詩
」
ー
が
、
好
ん
で
作
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。

と
い
う
こ
と
。

つ
ま
り
、
漢
代
以
降
、
士
人
社
会
に
お

い
て

「友
情

の
詩
」

を
尊
重
す
る
傾
向
が
高
ま

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
「之
子
」
と

い
う
語
に
よ

っ

て

「離
別
の
対
象
」
が
表
現
さ
れ
る
割
合
も
ま
た
、
そ
れ
に
伴

っ
て
高
ま

っ

　
　

　

た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
「之
子
」
と

い
う
語
は
、
儒
教

の
経
典

の

一
つ
で
あ
る

『詩

経
』
に
由
来
す
る
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
士
人
た
ち
の
間
で
は
、
典
雅
な

趣
を
備
え
た
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、

詩
を
贈
る
相
手
を
そ
の
詩
の
中
で
表
現
す
る
場
合
、
「之
子
」
と

い
う
語
は
、

そ
れ
自
体
が
備
え
持
つ
典
雅
な
趣
に
よ
り
、
相
手
に
対
し
て
敬
意
を
表
す

こ
と
が
で
き
、
互
い
の
友
情
を
さ
ら
に
高
め
合
え
る
と

い
っ
た
効
果
が
期

待
で
き
る
ゆ
え
に
、
極
め
て
相
応
し

い
語
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

五

漢
字
の
多
義
性
に
よ
る
派
生
的
解
釈
の
可
能
性

漢
魏
六
朝
期

の
詩
に
お

い
て
、
「之
子
」
と

い
う
語
が

「離
別
の
相
手
」

を
表
現
す
る
場
合

に
集
中
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
要
因
に
つ
い

て
、
前
節
で
は
、
漢
代
以
降

の
士
人
社
会
に
お
け
る

「友
情
詩
」
尊
重
の
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傾
向
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
え

て
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
背

景
的
な
要
因
に
す
ぎ
ず
、
本
質
的
な
要
因
は
、
や
は
り

「之
子
」
と

い
う

語
そ
れ
自
体

の
中
に
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
そ
れ
を
求
め

る
手
が
か
り
は
、
「之
」
と

い
う

漢
字
の
字
義

に
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と

考
え
る
。

「之
子
」
と

い
う
語
に
見
え
る

「之
」
と
い
う
漢
字

の
意
味
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
、
後
漢
の
鄭
玄
が

『詩
経
』
の
中
で
繰
り
返
し

「之
子
、
是

子
也
。」
と
箋
注
を
施
し
て
い
る
よ
う
に
、
漢
代
に
お

い
て
す
で
に

「是
」

と
同
義
、
す
な
わ
ち

「
こ
の
」
と

い
う
意
味
の
指
示
詞
で
あ
る
と
の
訓
詰

面
で
の
定
義
づ
け
が
な
さ
れ
て

い
た
。
よ

っ
て
、
漢
魏
六
朝
期

の
詩
人
た

ち
が

「之
子
」
と

い
う
語
を
使

用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
然

こ
う
し
た

訓
詰
に
依
拠
し
て
そ
れ
を
使
用
し
た
は
ず
で
あ
り
、
事
実
ま
た
そ
う
で

　
ヨ

ワ

あ

っ
た
。

し
か
し

一
方
で
、
「之
」
と
い
う
漢
字
に
は
、
例
え
ば
、
「爾
雅
』
巻
上

「繹
詰
第

一
」
に
、
「如
適
之
嫁
祖
逝
往
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
ゆ
く
」

と

い
う
意
味
が
あ
り
、
藤
堂
明
保

氏
や
白
川
静
氏
に
よ
れ
ば
、
「足
の
進
み

ゆ
く
さ
ま
」
が

「
之
」
と

い
う
漢
字
の
字
源

・
初
義

で
あ
る
と

い
う
。

《
藤
堂

説
》

[解
字
]
足
の
先
が
線
か

ら
出
て
進
み
い
く
さ
ま
を
描

い
た
象
形
文

字
で
、
進
み
い
く
足

の
動
作
を
意
味
す
る
。
......
「
こ
れ
」

と

い
う

こ
と
ば
に
当

て
た

の
は
音
を
利
用
し
た
当

て
字
。

(『漢
和
大
字
典
」
学
習
研
究
社
)

《
白
川
説
》
あ
し

象
形

趾
あ
と
の
形
で
、
歩

(歩
)
の
上
半
分
に
あ
た
る
。
足
の

し

お
う

前
に
進
む
こ
と
を
示
し
、
之
往
が
字
の
初
義
。
…
…
こ
れ
を

指
示
詞

「
こ
れ
」

に
用

い
る
の
は
仮
借
で
あ
る
が
、
…
…

(『字
統
』
平
凡
社
)

「足
の
進
み
い
く
さ
ま
」
が

「之
」
と
い
う
漢
字
の
字
源

・初
義
で
あ
る

か
否
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も

「進
み
行
く
」
と
い
う
意
味
が

「之
」

と

い
う
漢
字
の
代
表
的
な
字
義

の

一
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
「之
」
と

い
う
漢
字
に
は
、
「ゆ
く
」
と

い
う
意
味
が
本
来

的
に
情
報
と
し
て
そ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
か
り
に
そ
れ
が
別
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
「
之
」
と

い
う
漢
字
か
ら

「
ゆ
く
」
と

い
う
意
味
を
情
報
の

一
つ
と
し
て
読
み
取
る

こ
と
は
、
十
分
に
可
能
な
は
ず

で
あ
る
。

「之
」
と

い
う
漢
字
に
つ
い
て
の
以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「之

子
」
と

い
う
語
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

「
こ
の
人
」
と

い
う
訓
詰
的
な
基

本
義
に
加
え
て
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

「
ゆ
く
人
」
と
い
う
派
生
的
意
味
を

も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「之
子
」
と

い

う
語
こ
そ
は
、
ま
さ
に

「
ゆ
く
人
」
と

い
う
派
生
的
な
意
味
を
も
読
み
取

る
こ
と
1
逆
に
い
え
ば
、
表
す
こ
と
ー
が
可
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「自
分

の
も
と
か
ら
去
り
ゆ
く
人
」
あ
る
い
は

「去
り
ゆ
き
し
人
」
の
姿
を
詩
的

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
現
す
る
に
は
、
極
め
て
相
応
し
い
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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「之子」考

漢
魏
六
朝
期
は
、
詩
歌
史

に
お
い
て
、
何
を
表
現
す
る
か
と

い
っ
た

内
容
面
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
如
何
に
表
現
す
る
か
と
い
っ
た
修
辞
面
に

対
し
て
も
、
詩
人
た
ち
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
時
期
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
漢
魏
六
朝
期
の
詩
人
た
ち
も
ま
た
、
こ
う
し
た
漢
字

の
表

意
性
ま
た
は
多
義
性
と
い
っ
た
特
質
に
着
目
し
、
「之
子
」
と

い
う
語
に
対

し
て
、
「
こ
の
人
」
と
い
う
訓
詰
的
な
基
本
義
の
う
え
に
、
さ
ら
に

「
ゆ
く

人
」
と

い
う
派
生
的
な
意
味
を
重
ね
合
わ
せ
、
「自
分
の
も
と
か
ら
去
り
ゆ

く
人
」
あ
る
い
は

「去
り
ゆ
き
し
人
」
、
す
な
わ
ち

「
離
別
の
対
象
」
を
詩

の
中
で
表
現
す
る
に
あ
た
り
、

こ
の
語
を
意
識
的
に
選
択
し
使
用
し
て
い

た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

六

結

語

以
上
、
漢
魏
六
朝
期
に
お
い
て
、
「之
子
」
と
い
う
語
が

「離
別
」
「送

別
」
を
詠

っ
た
詩
1
と
り
わ
け

「贈
答
詩
」
1

の
中
で
、
「自
分
の
も
と
か

ら
去
り
ゆ
く
人
」
ま
た
は

「去
り
ゆ
き
し
人
」
1
す
な
わ
ち

「離
別
の
対

象
」
i
を
表
現
す
る
場
合
に
、
集
中
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
要

因
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
以
下
そ
れ
を
、
【「之
子
」
と
い
う
語
そ
れ
自
体

が
備
え
持

つ
本
質
的
な
要
因
】
と

【漢
魏
六
朝
期
と
い
う
時
代
に
関
わ
る

背
景
的
な
要
因
】
と
に
分
け
て
整
理
す
る
こ
と
で
結
語
と
し
た
い
。

【「之
子
」
と

い
う
語
そ
れ
自
体
が
備
え
持

つ
本
質
的
な
要
因
】

①

「
之
子
」
と

い
う
語
は
、
儒
教

の
経
典
の

一
つ
で
あ
る

『詩
経
』
に

由
来
す
る
、
い
わ
ば
典
雅
な
趣
を
備
え
た
語
で
あ

っ
た
。
よ

っ
て
、

詩
を
贈
る
相
手
を
そ
の
詩
の
中
で
表
現
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
「之

子
」
と

い
う
語
は
、
相
手

へ
の
敬
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
、
互
い
の

友
情
を
深
め
合
え
る
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
ゆ
え
に
、
極
め

て
相
応
し
い
語
で
あ

っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

②

さ
ら
に
、
漢
字
の
表
意
性
ま
た
は
多
義
性
と

い
っ
た
特
質
に
着
目

し
た
場
合
、
「之
子
」
と

い
う
語
か
ら
は
、
基
本
義

で
あ

る

「
こ
の

人
」
と

い
う
意
味
に
加
え
て
、
さ
ら
に

「
ゆ
く
人
」
と

い
っ
た
派
生

的
な
意
味
を
も
そ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
「去

り
ゆ
く
人
」
の
姿
を
詩
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
現
す
る
に
は
、
そ
れ

は
極
め
て
相
応
し

い
語
で
あ
る
と
と
も

に
、
「
こ
の
人
」
と

「
ゆ
く

人
」
と

い
っ
た
二
つ
の
意
味
が
同
時
に
表
現
で
き
る
と
い
っ
た
点
で
、

修
辞
的
効
果
を
も
期
待
で
き
る
語
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

【漢
魏
六
朝
期
と

い
う
時
代
に
関
わ
る
背
景
的
な
要
因
】

③

詩
作
と

い
う
行
為
が
、
漢
代
以
降
、
士
人
た
ち
の
間
で
の
知
的
か

つ
社
交
的
な
行
為
と
な
り
、
士
人
社
会
に
お
い
て
士
人
同
士
の
相
互

の
信
頼
を
高
め
合
う
、
よ
り
社
会
的
要
素
を
含
ん
だ

「友
情
の
詩
」

1
と
り
わ
け
別
れ
ゆ
く
友

に
対
し

て
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
誓

い
合
う

「離
別
」
「送
別
」
を
テ
ー

マ
と
し
た

「贈
答
詩
」
1
が
、
好
ん
で
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

④

漢
代
か
ら
六
朝
期
に
か
け
て
は
、
如
何
に
表
現
す
る
か
と

い
っ
た

修
辞
面
に
対
す
る
詩
人
た
ち

の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
た
時
期
で

あ

っ
た
こ
と
。
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漢
魏
六
朝
期

の
詩
人
た
ち
は
、
別
れ
ゆ
く
友
に
詩
を
贈
る
に
あ
た
り
、

去
り
ゆ
く
友
に
対
す
る
敬
意
と

去
り
ゆ
く
友
の
姿
と
を

「之
子
」
と
い
う

語
に
託
し
て
表
現
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔注
〕

(
1
)

呉
均

の

「
贈
周
興
嗣
詩
四
首
」

の
其

二
に

「
千
里
無
關
梁
、
安
得
王
喬
履
」
と

あ
り

、
其
三
に

「無
因
渡
漠
水

、
見
此
狩
碕
竹
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
呉
均

が
周

興
嗣

に
こ
の
詩
を
贈

っ
た
時
点

で
は
、
両
者
は
離

れ
ば
な
れ
の
位
置
関
係
に
あ
る

こ
と

が
分
か
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
周
興
嗣
が
呉
均
と
再
会

し
た
折
り
に
呉
均

の

詩

に
答
え
た

「答
呉
均
詩
三
首
」

の
其
三
に

「昔
別
嚢
城
村
、
同
會
長
安
市
、
誰

學
莱
蕪
甑
、
本
得
王
喬
履
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
嚢
城
村
で
の
離
別
に
よ
る
も

の

で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

(
2
)

中
国

の
古
典
詩

に
お

い
て
は
、
「
友
情
詩
」
に

つ
い
て
は

一
人
称
的
な
視
点
か
ら

描
か
れ
た
作
品
が
多

い
が
、
逆

に

「
恋
愛
詩
」

に
つ
い
て
は

一
人
称
的
な
視
点
か

ら
描
か
れ
た
作
品
は
少
な

い
。
「恋
愛
詩
」
に
つ
い
て
は
、
男
性

の
詩
人
が
女
性
の

視
点
か
ら
、

つ
ま
り
作
者
自
身
か
ら
は
三
人
称
的
な
視
点

に
立

っ
て
、
客
観
的
に

描
か
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ

っ
た
。
そ
の
原
因

に
つ
い
て
は
、
「
中
国
詩
歌
原
論
」

(松
浦
友
久
著
、
大
修
館
書
店
、

一
九
八
⊥ハ
年

、
七
十

二
頁
)
所
収
論
文

「
唐
詩

に

表
れ
た
女
性
像
と
女
性
観
1

「
閏
怨
詩
」
の
意
味
す
る
も
の
ー

」
の

(四
)
「
い
わ

ゆ
る

"
恋
愛
詩

"
の
乏

し
さ
と

"友
情
詩

"
の
多

さ
に

つ
い
て
」

の
中

で
系
統
的

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
考

に
さ
れ
た

い
。

(3
)

例
え
ば
、
梁

の
呉
均

の

「
贈
周
興
嗣
四
首

・其
三
」

(第
三
節
)
の
中
で
使
用
さ

れ
て

い
る

「之
子
」
と

い
う
語
が
、
同
じ
く

「指

示
詞

+
人
称

詞
」
と

い
っ
た
組

み
立

て
か
ら
成
る

「伊
予
」
と

い
う
語
、
す
な
わ
ち

「伊

(こ
の
)

+
予

(わ
た

し
)
」
と

い
う
語
と
対
句
仕
立
て
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
点
は
確
認
で

き
よ
う
。

(
4
)

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
『詩

の
芸
術
性
と
は
な
に
か
」

(蓑
行
露
著
、
佐
竹
保
子

訳
、
汲
占
書
院
汲
古
選
書
7
、

一
九
九
三
年

)
所
収
論
文

「中
国
古
典
詩
歌

の
多

義
性
」
の
中

に
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
り
、
大

い
に
参
考

に
な
る
で
あ

ろ
う
。

詩
人
は
語
の
本
来

の
意
味
を
用

い
る
ば
か
り

で
は
な

い
。
語
を
巧
み
に
駆
使
し

て

「意
象
」

や

「意
境
」
を
創
り
出
す
。
そ
れ
ら
は
読

み
手

の
脳
裏
に
さ
ま
ざ
ま

な
創
造
や
連
想
を
呼
び
起

こ
し
、
感
情
を
激
し
く
波
だ
た
せ
る
。
時
に
は
語

の
意

味
を
部
分
的

に
強
め
た
り
改
め
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
。
詩
人
は
こ
う
し
て
、
公

認
さ
れ
確
定
さ
れ
た
意
味
し
か
無
か

っ
た
語
を
、
複
雑
な
味
わ

い
と
主
観

の
彩
り

で
染
め
上
げ
る
。
(
四
頁
)

詩
歌
で
は

い
つ
も
言
葉

に
能
う

限
り
多
く

の
意

味
を
も
た
せ
て
、
豊
か
な
連
想

を
広
が
ら
せ
る
。
中
国
古
典
詩
歌

の
深

い
味
わ

い
は
、

こ
う
し
た
意
味

の
重
な
り

合

い
に
拠

っ
て

い
る
。

(五
頁
)

[
附

記

]

本
稿
は
、

一
九
九

四
年
十
月
九
日

(
日
)
、
日
本
中
国
学
会
第
四
十
六
回
大
会

(於
お

茶

の
水
女

子
大
学
)文
学

・語
学
部
会

に
お

い
て
行

っ
た

口
頭
発
表
「
詩
語
と
し

て
の
「
之

子
」
の
イ
メ
ー
ジ
ー
離
れ
ゆ
く
者

・
離
れ
ゆ
き

し
者

へ
の
思

い
ー
」

の
内
容
を
、
補
筆

改
訂
し
た
も

の
で
あ

る
。
当
日
、
司
会
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
森

野
繁
夫
先
生

に
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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